
コミニケーション�援プロジェクト��
これまで難治性疼痛・疾患の問題に対して関われなかった個人、企業、さまざまな立場の人たちを
つなぎ、誰もが参加できて、みんなで『集める・広める』を 応援できる仕組みをつくる。
その応援の輪が広がり、大きな力になった分だけ、「痛みがあっても心は前を向ける(痛くない)」と
いう新しい未来を手繰りよせられると信じている。

⽬標と戦略
①当事者と医療者を繋ぐ役目ができること
②医療関係者や痛みと無縁の一般市民に病気の性質やアプローチ法などが伝わること
（主治医や慢性疼痛の専門家に協力を得ながら啓発活動を行っていく）
③難治性疼痛当事者と治療に携わる医療者が利用できる疼痛記録アプリの開発
疼痛記録アプリを通して医療者と当事者のコミニュケーションを支援。
円滑に協力して治療体制を作る手助けとなるツールを制作

�題��
医療者と当事者のコミニュケーション不足によるデメリット
 
【患者側】
▲こんなに辛いのに分かってもらえない　▲一度の診察で伝えきれないし話しづらい
▲誰も理解してくれない　▲本当はフォローが必要なのに強がってしまう
▲何から頑張っていけばいいか分からない

【医療者側】
▲患者が見えない、何でこまっているか分からない＝薬物療法が決まらない/検査や治療法の選択に悩む
▲長い付き合いになるが、どのようにアプローチしていけばいいか分からない
▲精神科や心療内科を頼らざるおない
（集学的治療センターのような連携が取りやすい病院を除く）
▲お手上げの場合、他院に紹介する
→結果として。。。
ドクターショッピングすることに繋がったり、睡眠が取れなくて疲労やストレスが溜まる一方
生活が成り立たなくなってしまうなどの悪循環が生まれる。またお互いの信頼関係を築けないケースが多い｡

�在�義
◆周囲の理解を得るために疾患を知ってもらう。また、周囲が正しくサポートができるように
　啓発活動を行なっていく。痛みがあっても心は健康。痛みを「1人で抱えない」世の中に。

◆治療の選択肢を増やすために、改善した患者の体験・声を集める
　→対応に困る医療者が多い中、治療の選択肢が増えることは両者にとって利点がある。
◆医療者と当事者のコミニュケーション支援事業　→アプリ開発と導入
 ⽇�による�知⾏動療�は�奨されており、�り�む当事者も�えてきている。

　記録を継続することで経過や心身の状態を細かく集約することが可能となり、医療者に伝わることに
　つなげる。まずは医師らの協力と、痛みの啓発に取り組む方々の協力が必要。



事業について
　この事業は、難治性疼痛の医療の進歩や、人々が疾患を理解することで日本の痛み治療を
ポジティブにするため、広く一般市民を対象として、啓発活動や気軽に支援できる仕組みづくり
を行うとともに、痛み治療の実用化につながる医学研究の課題および普及促進のための調査を進
め、寄付活動を行う。

これにより難治性疼痛の治療選択肢を増やし、当事者のQOL向上と周囲の理解を広めることに
貢献し、公益の増進に寄与する。

活動分野
保健・医療・福祉／社会教育／学術・文化・芸術・スポーツ／科学技術の振興／連絡・助言・援
助
（将来的には法人化したいと考えている）

現在の活動
◆人々のRe:（もういちど）を応援できるようなデザインの制作
◆オンラインストアの運営
◆チャリティー活動　（慢性疼痛医療・当事者支援）
　↑
⚫ ブログを通した啓発活動
⚫ オンライン心理カウンセラー　（悩みを聞いてフォローする役割）
⚫ コミュニティ運営事業

Re:project は #もういちどを叶えよう をスローガンに、多方面の声を拾い、
人々が持つ「もういちど」を応援するために始動したプロジェクト。
2020年から流行し始めたコロナウイルスは普通を奪っていった。
やりたいことをやれる環境､会いたい人に会いにゆくこと､行きたい場所に行けること。
以前､普通におこなってきたことは当たり前ではないのだと感じさせられた。
そんな中､「もういちど」という思いで前を向く人たちや､
立ちあがろうと頑張っている人たちを何かしらの形で応援したいと思った。
車イス生活で難治性疾患の私ができることはほんの小さなことかもしれない。
それでも、何か少しでも誰かの力になりたくてRe: というコンセプトでプロジェクトを始動した。
『もういちどを叶えよう、誰かとともに。誰かのために。』

製作費用や手数料を除く売り上げ金は、Re:projectの各活動資金となり、多くの声を拾って支援
していくための力になる。

��の事業�開
⑴デザイン制作や商品販売を通して、国民がポジティブになれる応援企画事業
⑵慢性疼痛医療の前進やサポートに関する寄付・助成事業
⑶医療者と当事者のコミニュケーション支援事業
⑷難治性疼痛の周知・啓発活動と当事者へのカウンセリング事業
⑸コロナ禍の影響で中止が相次いだイベント等の復興支援事業
⑹その他目的を達成するために必要な事業



期待できる�果
私自身、これまで転院先を探す際に
難治性疼痛の疾患を聞いただけで断られる（受け入れてもらえない）
どこの医師を頼れば良いのか分からないという経験をしたことがある。

医療者が、難治性疼痛の当事者に抱く「面倒な患者」「対応に困る患者」という印象はこれから
もあり続けるのかもしれない。自信を持って『受け入れられる体制』が整っていない病院事情も
関連していることと推察する。集学的治療を実践する難しさもある。
それらの問題点にも着目し、①当事者は日記を続けている利点 ②病院（診療科）はパソコンに
システムを導入　初診で受診に来た当事者に苦悩することを少しでも減らしたいと思う。
コミニケーションが問題となるケースも�常に�いため、お�いの�えや想いを�え�うことを

��したい。

その他メリット

★当事者のメリット

⾒える�することによって、�理された情�を��に�療者に�えられる

何で�っているのか⾃�⾃�を理�できる

★�療従事者のメリット

�者を知ることにつながる。��時間でカバーできないことも、アプリのグラフや⽇�のコメン

トなどを⽬�して、��策を�えることができる。

�援ツール
当事者の治療に向かう姿勢を現在よりも前向きなものに変える。
記録をするアプリの活用によって、生活面・痛み・気持ち・困っていることなどの1ヶ月の様子を
自身だけではなく、関わる医療者がPCを通じて確認できる媒体にする。
「つながる」ことによって、医療者側は患者の1ヶ月の様子や痛み/症状の経験がグラフで見ることも
でき、短時間の診察時間を充実した時間にすることを目指す。
また、記録する当事者にとっても、上手く伝えられないことや言い出せない苦悩を
相談する機会となり、両者のコミニケーションを支援できるツールを作りたい。

闘�中または��した�の声を�める
現在はレディメイド（オーダーメイド）な治療が治療方法として挙げられる。
�処療�がほとんどで、��的な�療��は��ない。

これまで難治性疼痛疾患が適応されなかった治療方法の開拓*1と、発展に協力する。
研究支援として寄付することも視野に入れている。
また、どのような治療で効果があったのか、実際に一患者しか分からない努力の側面に着目し、
声を�める活動をし、貢�したい。

*1 例）r-TMS療�、バーチャル体�、VRリハビリ、��の��、���、����などにしか
��とされていない�療��



いきいきリハビリノートについて

引⽤：https://www.jamp.so/rehabilitation/

その先を⽬指しませんか？
共に歩むために。医師と情報共有ができるツールが必要だと感じています。

����①

未発�



順天堂⼤学が開発した
アプリケーションについて

�⽤�アプリの��

����②



実際に⾒てみて、他のアプリも使ってみて
感じたこと
①項⽬の不⾜と記録選択肢の狭さが課題
②⽬的の違い
 コミニケーション⽀援ツールではない

順天堂⼤学が開発した
アプリケーションについて

�⽤�アプリの��

認知⾏動療法＋繋がり＋情報の整理化
→医療者と当事者にツールが必要


